



Studies on inhibiting factors on the promotion of breastfeeding




　調査方法は、正常分娩後の母親を対象に出産後 3 日目と 5 日目に質問紙調査を行っ
た。
















の危機的状況を 1989 年 WHO/UNICEF が母
乳哺育の必要性を提唱4）し、世界的規模で母
乳哺育推進運動が展開されている。しかしそ
れでも母乳栄養率は、3 か月で 30～40% で
なかなか増加してこないのが現状であると厚
生労働省より報告されている5）。母乳哺育継



















































まらない」まで項目ごとに 4 点から 1 点に点
数化されている。評価は 5 段階に分かれてお
り段階 5 は、標準得点（65 点以上）、段階 4 は、
標準得点（55 点以上 65 点未満）、段階 3 は、
標準得点（45 点以上 55 点未満）、段階 2 は、（標






































初産婦 4 名（24%）、経産婦 13 名（76%）であっ
た。そのうち無職 9 名（51.9%）、有職者は 8
名（47.1%）、うちフルタイムは 5 名、パート
タイム 3 名であった。家族形態では、核家族





均値 37.65 点、標準偏差は 12.8 点であった。




値は 34.0 点、標準偏差は 11.05 点であった。
経産婦の特性不安では平均値 40.07 点、標準
偏差は 13.0 点であった。状態不安の平均値




年齢 30.5 ± 4.2
職業 　有  8 47
　無  9 53
家族形態 核家族 15 88









不 安 と の 関 係 は 正 の 相 関 が 認 め ら れ た

















































体調 　.796** 0.0 　.649** .005
母乳育児ストレス －.215 .406 －.506* .038
母乳不足感 －.704** .002 .646** .005
授乳不安 －.225 .385 －.473 .055 .595* .012 .564* .018
乳頭痛 .465 .060 .517* .330
**. P ＜ 0.01





















ない 35%、まったくない 18% であった。
2）　母乳哺育による活動制限
何度もある 6%、時々ある 41%、ほとんど
ない 35%、まったくない 18% であった。
3）　母乳育児について相談（複数回答）
助産師 16 名、施設長 2 名、夫 9 名、看護
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